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玉村町産の野菜、豚肉、お米を使用した給食
「玉村カレー」が７月４日に町内の幼稚園、保
育所、小・中学校で提供されました。玉ねぎ、
じゃがいもは芝根小の３年生が農業委員の皆さ
んと一緒に育てて収穫し、給食当日は、玉村の
恵みがつまったカレーを一緒に味わいました。

町内食材で給食

筋トレまつり
６月19日、社会体育館で４年に一度の筋トレま
つりが開催されました。90歳以上で継続してい
る参加者への表彰、群馬大学大学院の山上徹也
准教授の講演会、体操などが行われ、各地区の
筋トレ会場から約３６７人が参加し、町民が健
康意識を高め、参加者同士が交流を深めました。
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中学生海外派遣結団式  ６月18日
８月８日～17日の間、アメリカの
エレンズバーグへ派遣される中学
生派遣団の結団式が行われた。

避難所協定の調印　　  ７月14日
利根川の南に位置し、水害が危惧
されるため、斎田区と田中建設が
避難所使用協定の調印をした。

田植え体験　　　　　  ６月30日
玉村町農業体験クラブ主催で、水
田のない上野村の子どもと玉村町
の子どもが田植え体験をした。

角渕祇園祭　　　７月７日、８日
江戸時代から続く祇園祭が角渕地
区で行われ、２台の屋台が地区内
を巡行した。

学生と地域を繋げる

６月24日に、樋越の全国食肉学
校へ行ってきました。食肉学校
卒業生の卒業記念に感謝祭が開
催され、地域の人へお肉の特売
などが行われました。

県立女子大学１年生が対象の地域活動奨励金交付決定式が７月
６日、県立女子大学で行われました。町内のボランティア活動
などを月１回以上することを条件として月額５千円の家賃が助
成されます。町と県立女子大学で締結した包括協定に関係した
事業で、地域の人とのコミュニケーションを通して、人と人が
繋がることによる地域活性化を期待しています。

ウクレレ教室
７月６日、上陽小学校４年生の音楽の授業で、ウクレレ教室が
行われました。講師を務めたのは「ウクレレドリームプランた
まむら」の皆さんで、群馬県が生産量日本一のウクレレを玉村
から広めようと活動しています。ウクレレを初めて触るという
児童がほとんどでしたが、授業の最後にはクラスの全員で「玉
村カレーのうた」の弾き語りができるまで上達しました。


